
こ
の
文
章
は
、
仙
台
圏
の
一
七
の
大
学
・
短
大
が
連
携
し
て
実
施

す
る
取
組
で
あ
る
「
仙
台
圏
所
在
大
学
等
の
連
携
を
強
化
・
拡
充
す

る
こ
と
に
よ
る
相
互
的
及
び
総
合
的
発
展
」（
以
下
、「
相
互
的
・
総

合
的
発
展
」
と
い
う
。
）
が
実
施
す
る
事
業
の
内
容
、
目
的
、
意
義

な
ど
に
つ
い
て
、
簡
単
に
記
述
す
る
。
こ
れ
か
ら
連
携
的
取
組
を
考

え
て
い
る
方
々
の
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

一
「
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
」
開
始
ま
で
の
経
緯

（
１
）
ロ
マ
ン
と
し
て
の
「
学
都
」
仙
台

仙
台
市
は
、
近
隣
地
域
を
含
め
て
そ
こ
に
位
置
す
る
高
等
教
育
機

関
が
多
く
、
人
口
に
占
め
る
学
生
の
比
率
も
高
い
こ
と
か
ら
、
「
学

都
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
「
杜
の
都
」
と
し
て
の
方
が

有
名
で
あ
る
が
、
「
学
都
」
も
ま
た
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
意
味
を

込
め
て
仙
台
市
を
形
容
す
る
場
合
に
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
学
都
」
の
呼
び
名
に
ふ
さ
わ
し
い
ほ
ど
ま
で
に
高
等
教

育
機
関
の
活
動
が
市
民
の
間
に
定
着
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
お
よ
び
、

蓄
積
さ
れ
て
い
る
教
育
・
研
究
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て
い
る
か
ど

う
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
若
干
の
疑
問
が
残
っ
て
い
た
。

（
２
）
実
質
と
し
て
の
「
学
都
」
仙
台
の
充
実
に
向
け
た
地
域
的
連
携

そ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
高
等
教
育
機
関
同
士
の
共
通
の
利

益
な
ら
び
に
高
等
教
育
機
関
と
市
民
の
共
通
の
利
益
を
増
進
す
る
こ
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●
事
例
紹
介

●

「
学
都
仙
台
」
の
ル
ネ
サ
ン
ス

―
大
学
と
市
民
の
新
た
な
共
生
を
目
指
し
て
―

井
上
義
比
古

（
東
北
学
院
大
学
学
務
部
長
）



学
・
短
大
・
高
専
の
中
か
ら
、
一
七
の
大
学
・
短
大
が
参
加
し
て
い

る
。
申
請
に
あ
た
っ
て
は
東
北
学
院
大
学
が
「
代
表
校
」
と
な
り
、

東
北
大
学
、
宮
城
教
育
大
学
、
宮
城
大
学
、
尚
絅
学
院
大
学
、
仙
台

大
学
、
仙
台
白
百
合
女
子
大
学
、
東
北
工
業
大
学
、
東
北
生
活
文
化

大
学
、
東
北
福
祉
大
学
、
東
北
文
化
学
園
大
学
、
東
北
薬
科
大
学
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
、
尚
絅
学
院
大
学
女
子
短
期
大
学
部
、
聖
和
学

園
短
期
大
学
、
東
北
生
活
文
化
大
学
短
期
大
学
部
、
宮
城
誠
真
短
期

大
学
の
一
六
の
大
学
・
短
大
が
「
連
携
校
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
社
会
と
の
連
携
を
目
的
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
に
加
盟
し
て
い
る
宮
城
県
、
仙
台
市
、
仙
台
商
工
会
議
所
、

み
や
ぎ
工
業
会
、
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
、
関
係
団
体
と
し

て
協
力
す
る
。

（
２
）
実
施
す
る
事
業
の
概
要

①
単
位
互
換
授
業
の
拡
充

：

大
学
・
短
大
間
を
結
ぶ
遠
隔
授
業
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
位
互
換
授
業
を
活
性

化
し
、
単
位
互
換
の
仕
組
み
を
実
質
化
す
る
。

②
連
携
公
開
講
座
の
拡
充

：

各
機
関
が
「
開
設
で
き
る
」
「
開
設

し
た
い
」
講
座
だ
け
で
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
せ
ず
、
受
講

者
数
も
伸
び
な
い
た
め
、
市
民
の
間
で
の
潜
在
的
需
要
に
関
す

る
調
査
を
行
っ
て
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
実
施
す
る
新
た

な
連
携
公
開
講
座
を
開
設
し
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
教
育
を
活

性
化
さ
せ
る
。

③
広
報
活
動
の
拡
充

：

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座
、
単

位
互
換
授
業
の
内
容
の
一
部
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
載
せ
る
な
ど

共
同
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
情
報
を
拡
充
し
、
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
時
に
日
程
が
重
複
す
る
各
大
学
を
周
回
す
る
バ

ス
を
運
行
す
る
な
ど
、
入
試
広
報
面
で
も
地
域
的
連
携
を
進
め

る
。

④
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
連
携
と
融
合

：

こ
れ
ま
で
各
機
関
内
の
み
で
行

わ
れ
て
き
た
Ｆ
Ｄ
（
教
員
の
資
質
向
上
活
動
）
と
Ｓ
Ｄ
（
事
務

職
員
の
資
質
向
上
活
動
）
を
連
携
し
て
実
施
し
、
同
時
に
、
大

学
を
改
革
し
て
ゆ
く
た
め
の
総
合
的
な
視
点
を
教
員
・
職
員
が

共
有
す
る
た
め
、
各
機
関
の
中
で
独
立
し
て
実
施
さ
れ
て
き
た

Ｆ
Ｄ
と
Ｓ
Ｄ
を
融
合
さ
せ
る
。

⑤
教
員
免
許
更
新
講
習
で
の
連
携

：

教
員
免
許
更
新
講
習
の
実
施

へ
の
対
応
に
は
ど
の
大
学
も
苦
慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
「
異
な
る
大
学
で
の
複
数
の
講
習
を
受
講
し
て
修
了

可
能
」
と
い
う
制
度
の
趣
旨
を
生
か
す
た
め
、
講
習
実
施
大
学

の
情
報
を
共
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
講
習
概
要
、
組
み

合
わ
せ
可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
な
ど
を
提
示
す
る
ほ
か
、
免
許
更
新

講
習
の
事
務
処
理
等
を
行
う
た
め
の
サ
ー
バ
ー
を
共
同
で
運
用

す
る
。
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と
を
通
じ
て
「
学
都
仙
台
」
を
実
質
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

仙
台
圏
に
位
置
す
る
大
学
（
宮
城
県
全
域
及
び
山
形
県
所
在
の
大
学

を
含
む
）
の
学
長
が
主
導
す
る
「
仙
台
学
長
会
議
」
が
発
足
し
、
二

〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
単
位
互
換
事
業
、
二
〇
〇
四
年
に
は
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、「
学
都
仙
台
」

の
実
質
化
を
一
層
進
め
る
た
め
の
事
業
拡
充
お
よ
び
組
織
的
対
応
の

整
備
を
目
的
と
し
て
、
二
〇
〇
六
年
九
月
に
、「
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
」
（
仙
台
学

長
会
議
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
は

別
に

存
続
）

が
設
立
さ
れ
、
同
日
、
「
学
都
」
の

意
義
を

問
い

直
す
シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
自
治
体
、
経
済
団
体
を

も
正
式
に
加
え
た
う
え
で
、
学
長
会
議
主
導
の
事
業
お
よ
び
自
治
体

の
支
援
を
受
け
た
公
開
講
座
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
を
引
き
継
ぎ
、
共

同
の
広
報
ほ
か
新
た
な
事
業
を
い
く
つ
か
展
開
し
て
い
る
。

（
３
）
地
域
的
連
携
の
伸
び
悩
み

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
事
業
の
う
ち
、
単
位
互
換
事
業
で
は
、
仙
台

市
中
心
部
か
ら
か
な
り
の
遠
隔
地
に
位
置
す
る
大
学
も
あ
る
な
ど
、

教
育
機
関
同
士
の
距
離
が
離
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
大
学
の

科
目
を
受
講
す
る
学
生
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。
ま
た
、
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
公
開
講
座
を
受
講
す
る
市
民
の
数
も
、
講
座

に
よ
っ
て
は
極
め
て
少
な
く
、
平
均
受
講
者
数
は
伸
び
悩
ん
で
い
る
。

す
な
わ
ち
、
高
等
教
育
機
関
の
連
携
が
始
ま
っ
た
当
初
の
目
的
は
、

必
ず
し
も
高
い
レ
ベ
ル
で
実
現
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
主
要
な
原
因
の
一
つ
は
、
資
金
の
不
足
、
お

よ
び
そ
れ
に
伴
う
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
に
あ
っ
た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
参
加
し
て
い
る
機
関
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
多
く
は
財

政
が
豊
か
で
は
な
い
た
め
、
連
携
事
業
に
多
く
の
予
算
を
割
く
こ
と

は
極
め
て
難
し
く
、
大
規
模
駐
車
場
を
備
え
た
公
開
講
座
用
の
会
場

を
確
保
す
る
こ
と
、
距
離
と
時
間
を
克
服
す
る
た
め
の
遠
隔
授
業
シ

ス
テ
ム
の
導
入
等
は
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
困
難

は
、
多
く
の
地
域
的
連
携
事
業
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
る
が
、

や
は
り
活
動
の
拡
充
に
と
っ
て
は
大
き
な
壁
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
間

違
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
「
学
都
」
の

意
義
を

問
い

直
す
苦

闘

は
続
い
て
い
た
。

「
相
互
的
・
総
合
的
発
展
」
と
い
う
取
組
で
の
「
戦
略
的
大
学
連

携
支
援
事
業
」
申
請
は
、
補
助
金
を
得
て
仙
台
圏
の
高
等
教
育
機
関

が
主
体
と
な
る
連
携
を
一
層
拡
充
・
深
化
さ
せ
る
中
核
的
事
業
の
実

現
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
連
携
事
業
の
概
要

（
１
）
事
業
参
加
機
関

「
相
互
的
・
総
合
的
発
展
」
に
は
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
加
盟
の
大
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（
４
）
事
業
の
相
互
関
係

「
相
互
的
・
総
合
的
発
展
」
の
場
合
、
事
業
の
種
類
が
多
い
た
め
、

全
体
的
目
的
と
の
関
係
及
び
事
業
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
図
１
は
、
今
回
の
取
組
で
実
施
す
る
事
業
間
に
存

在
す
る
次
の
よ
う
な
関
係
を
、
分
か
り
易
く
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
①
単
位
互
換
授
業
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
公
開
講
座
を
二
つ
の
共
通
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
活
用
し
、
単

位
互
換
の
遠
隔
授
業
及
び
新
た
な
連
携
講
座
の
ほ
か
に
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
の
防
災
関
連
事
業
、
産
学
連
携
事
業
を
展
開
す
る
。

②
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
事
業
と
し
て
は
、
教
員
免
許
更
新
で

の
連
携
も
含
ま
れ
る
。
③
共
通
イ
ン
フ
ラ
及
び
免
許
更
新
講
習
を
円

滑
に
運
用
す
る
た
め
、
ま
た
、
大
学
・
短
大
の
能
力
向
上
そ
れ
自
体

の
た
め
に
、
Ｆ
Ｄ
・
Ｓ
Ｄ
の
連
携
と
融
合
を
実
施
す
る
。
④
こ
れ
ら

の
活
動
及
び
活
動
を
紹
介
す
る
広
報
を
通
し
て
大
学
・
短
大
等
の
イ

メ
ー
ジ
が
向
上
し
、
そ
れ
は
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
あ
い
ま
っ

て
相
乗
効
果
を
生
む
は
ず
で
あ
る
。

三
「
学
都
仙
台
」
の
再
発
見
に
向
け
て

（
１
）
大
学
・
短
大
に
と
っ
て
の
地
域
的
連
携
の
意
義

一
般
に
、
大
学
・
短
大
等
が
連
携
（
地
域
社
会
と
の
連
携
を
含
む
）
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図１

⑥
防
災
関
連
事
業

：

仙
台
市
を
含
む
宮
城
県
の
場
合
、
過
去
に
大

規
模
地
震
を
何
度
か
経
験
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
二
〇

年
以
内
の
大
規
模
地
震
発
生
確
率
が
九
〇
％
以
上
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
防
災
に
対
す
る
市
民
の
関
心
が
高
い
だ
け
で
な
く
、

各
大
学
・
短
大
に
お
い
て
も
災
害
発
生
時
の
適
切
な
対
処
へ
の

備
え
が
必
須
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
各
大
学
・
短
大
が
備
え
る
べ

き
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
共
同
開
発
す
る
ほ
か
防
災
関
連
の
公

開
講
座
及
び
単
位
互
換
授
業
を
開
講
す
る
。

⑦
産
学
連
携
関
連
事
業

：

世
界
同
時
不
況
に
伴
い
、
現
時
点
で
は

不
調
に
陥
っ
て
い
る
が
、
事
業
申
請
時
に
は
宮
城
県
北
部
に
自

動
車
産
業
を
中
核
と
す
る
先
端
産
業
群
が
立
地
す
る
予
定
が
決

ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
企
業
の
も
つ
最
先
端
技
術
に
対
す
る
関

心
が
市
民
及
び
学
生
の
間
で
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
先
端
的
知

識
を
共
有
す
る
た
め
の
公
開
講
座
及
び
単
位
互
換
授
業
を
実
施

す
る
。

（
３
）
実
施
の
た
め
の
組
織

①
事
業
実
施
組
織

：

事
業
の
数
及
び
参
加
機
関
の
数
が
多
い
こ
と

か
ら
、
運
営
の
た
め
の
組
織
構
築
に
は
工
夫
を
要
す
る
。
全
体

の
運
営
組
織
と
し
て
「
仙
台
圏
戦
略
的
大
学
連
携
支
援
事
業
実

施
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
も
と
に
事
業
全
体
を
統
括
す
る

「
運
営
委
員
会
」、
各
事
業
を
担
当
す
る
「
事
業
部
会
」
を
設
置

し
て
い
る
。「
事
業
部
会
」
の
「
主
幹
校
」「
副
主
幹
校
」
は
運

営
委
員
会
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、
各
事
業
の
遂
行
に
責
任
を

持
つ
。
事
業
部
会
に
は
、
日
常
的
な
運
営
を
決
定
す
る
た
め
、

「
作
業
部
会
」
を
設
け
、「
作
業
部
会
」
に
は
代
表
校
が
必
ず
入

る
。

②
事
業
評
価
の
た
め
の
組
織

：

事
業
の
評
価
は
、
自
己
評
価
と
外

部
評
価
都
に
分
か
れ
る
。
自
己
評
価
に
つ
い
て
は
運
営
委
員
会

が
責
任
を
負
い
、
事
業
の
進
捗
状
況
、
戦
略
達
成
状
況
、
予
算

執
行
状
況
、
地
域
貢
献
状
況
等
を
事
業
実
施
年
度
の
翌
年
度
四

月
に
確
認
し
て
全
体
委
員
会
に
報
告
し
て
了
承
を
受
け
、
次
の

年
度
の
事
業
実
施
計
画
を
再
検
討
す
る
。

外
部
評
価
の
た
め
に
は
、
本
事
業
に
参
加
し
て
い
る
機
関
以

外
の
主
体
を
構
成
員
と
す
る
外
部
評
価
委
員
会
を
設
置
し
、
二

年
目
終
了
後
に
評
価
を
受
け
て
三
年
目
の
事
業
に
活
用
す
る
ほ

か
、
三
年
目
終
了
後
に
評
価
を
受
け
、
そ
の
後
の
連
携
維
持
強

化
に
活
用
す
る
。

③
補
助
期
間
事
業
終
了
後
の
事
業
継
続

：

補
助
事
業
期
間
が
終
了

し
た
後
、
各
事
業
は
学
都
仙
台
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
移
管
し
、

原
則
と
し
て
同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
得
る
補
助
金
・
会
費
・
受

講
料
等
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
一
〇
年
間
は
継
続
・
維
持
発
展

さ
せ
て
ゆ
く
。
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に
参
加
す
る
に
は
、
①
教
育
・
研
究
、
入
試
な
ど
、
そ
の
連
携
が
直

接
的
に
自
己
の
利
益
に
つ
な
が
る
こ
と
、
②
連
携
す
る
大
学
・
短
大

等
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
独
で
は
あ
り
得
な
い
相
互
的
利

益
が
生
ず
る
こ
と
、
③
地
域
へ
の
貢
献
（
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
）
に

よ
っ
て
間
接
的
に
利
益
（
他
地
域
か
ら
の
流
入
人
口
増
加
等
）
が
生

ず
る
こ
と
、
と
い
う
条
件
の
少
な
く
と
も
い
ず
れ
か
が
満
た
さ
れ
て

い
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
に
、
前
記
の
条
件
は
、
結
局
は
①
に
還
元
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
学
・
短
大
等
の
使
命
と
し
て
地
域
に
貢
献
す

べ
き
だ
と
は
い
っ
て
も
、
個
々
の
大
学
の
利
益
に
反
す
る
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
は
極
め
て
難
し
い
こ
と
に
な
る
。
希
望
を
込
め
た
美
し

い
言
葉
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
「
地
域
的
連
携
」
を
長
期
的
に
継

続
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
点
は
冷
静
に
認
識
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
２
）「
学
都
仙
台
」
の
再
発
見
と
共
生
関
係

こ
の
文
章
の
初
め
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
学
都
」
と
い

う
言
葉
は
、
こ
れ
ま
で
は
仙
台
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
す
る
情
緒
的
な

言
葉
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
美
し
い
形
容
と
し
て

の
「
学
都
」
と
い
う
言
い
方
の
陰
で
、
私
た
ち
は
、
一
方
で
は
数
多

い
学
生
や
教
職
員
が
も
た
ら
す
経
済
的
利
益
と
人
口
吸
引
力
を
、
他

方
で
は
「
学
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
つ
入
試
へ
の
「
集
客
力
」
と
市

民
か
ら
の
寛
容
さ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
方
的
に
期
待
し
て
き
た
観
が
あ

る
。
上
記
（
１
）
で
は
、
自
己
利
益
に
還
元
さ
れ
る
共
同
利
益
・
相

互
利
益
と
い
う
観
点
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
長
期
的
観
点

や
高
い
視
点
に
立
っ
た
場
合
の
利
益
ま
で
を
も
考
慮
す
れ
ば
、
認
識

と
実
践
の
両
面
で
、「
学
都
」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
の
「
共
生
」（
＝
恒

常
的
な
相
互
的
貢
献
）
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。今
回
の
「
相
互
的
・
総
合
的
発
展
」
の
取
組
を
通
し
て
新
た
な

「
学
都
仙
台
」
像
を
作
り
上
げ
、
市
民
と
の
間
で
「
学
都
」
と
呼
ば

れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
共
生
関
係
を
構
想
し
構
築
す
る
こ
と
が
、
こ
の

事
業
の
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
「
『
学
都
仙

台
』
と
は
本
来
こ
の
よ
う
な
意
味
で
あ
っ
た
」
と
い
う
形
で
の
再
発

見
を
導
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
学
術
的
活
動
の
意
義
を
広

い
視
野
か
ら
捉
え
直
し
、
新
た
な
活
動
を
実
践
し
つ
つ
再
定
義
し
て

ゆ
く
と
い
う
こ
の
よ
う
な
営
み
を
一
言
で
表
そ
う
と
す
る
場
合
、
歴

史
的
な
出
来
事
に
比
喩
を
求
め
れ
ば
、
「
『
学
都
仙
台
』
の
ル
ネ
サ

ン
ス
」
―
美
し
い
言
葉
で
語
る
の
は
恐
縮
だ
が
―
と
呼
ぶ
こ
と
が
許

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
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